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【研究課題名】  

2型糖尿病の薬物療法における薬剤処方量と複雑性の推移および 

               血糖コントロールとの関連についての検討 

 

倫理委員会承認日：令和 7年 9 月 18日  

承認番号：07－2  

 

 

【調査対象期間】 

平成 27年 4月から令和 7年 3月まで 

  

【研究の意義・目的】 

糖尿病における薬物治療は、DPP-4阻害薬や GLP-1受容体作動薬などのイン

クレチン関連薬や SGLT2 阻害薬により、薬剤の選択肢が増えたと同時に、併用

療法など薬物治療も変遷を遂げています。 

また、糖尿病治療の目標は質の高い血糖コントロールですが、薬剤の多様化

などにより多剤併用や処方複雑性も変化していると予測されます。 

しかしながら、本邦においては、処方傾向や処方内容の複雑性と血糖コント

ロールの間の関連について検討された報告は極めて少ないのが現状です。 

 本研究は、糖尿病の薬物治療における薬剤処方量と複雑性の推移に焦点を置

き、血糖コントロールとの関連について検討することが目的です。 

 

【研究の方法】  

調査期間中に、当院で糖尿病治療薬の処方を受けた外来患者さんを対象とし

ています。 

また、調査項目は、年齢や性別、臨床検査値と処方された薬剤の内容です。 

  

【個人情報の取り扱い】  

個人が特定できる情報は全て削除します。 

 

【拒否機会の保障】 

問い合わせ先に連絡することによって、いつでも本研究の対象となることを

拒否することができます。 

また、本研究への対象を拒否されても、診療に関する不利益等を受けること

は一切ありません。 
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この研究にご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

また、あなたの情報が本研究に使用されることについてご了承いただけない

場合には対象としませんので、下記の連絡先までお申し出下さい。 

 

研究結果は学会や学術誌などで発表する可能性がありますのでご了承下さい。 

 

 

【本研究に関する問い合わせ先】 

九州労災病院門司メディカルセンター 薬剤部   担当：亀田 敬子 

住所 〒801-8502 北九州市門司区東港町 3番 1号 

電話 093-331-3461（代表） 

 

 


